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 　　２０１５年度　公益社団法人 山形青年会議所

　　 第２回 役員候補者会議  議事録
◆ 日  時 ：２０１４年１０月７日（火）　　　　
登録開始　１８：００　
　 開　　会　１８：３０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆ 場　所 ：愛和建設株式会社　　　　１Ｆ会議室
1． 開  会                                          　　　武田専務理事候補者

2． ＪＣＩクリード唱和                              　　　三瓶委員長候補者
3． ＪＣＩミッション唱和                            　　　茂木委員長候補者
4． ＪＣ宣言文朗読並びに綱領唱和                  　　　　狩野委員長候補者
5． 東北ＪＣ宣言唱和　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河又委員長候補者
6． 出席者の確認（敬称略）                          　　　近藤事務局長候補者
理事長候補者                横　山　隆　太
直前理事長候補者            齊　藤　秀　昭
実行委員長候補者            鈴　木　辰太郎
副理事長候補者              安　藤　太一郎（遅参）
副理事長候補者              遠　藤　智　大
副理事長候補者              井　上　智　博（公欠）
監事候補者                  鈴　木　　　力
監事候補者                  長　瀬　洋　一
監事候補者　　　　　　　　　三　沢　慶　洋
専務理事候補者              武　田　靖　裕
特別委員長候補者            與　田　貴　博
常任理事候補者              髙　野　秀　哉（遅参）
常任理事候補者              安孫子　直　樹（欠席）
常任理事候補者              庄　司　安　宏
常任理事候補者              會　田　智　弘（遅参）
副実行委員長候補者　　　　　伊　藤　善　隆

本部長候補者　　            荒　井　要　雄
委員長候補者　　　　　　　　河　又　勇　人
委員長候補者　　　　　　　　狩　野　慎一郎
委員長候補者　　　　　　　　伊　藤　暢　宏
委員長候補者　　　　　　　　松　田　佳　人
委員長候補者　　　　　　　　茂　木　政　樹
委員長候補者　　　　　　　　三　瓶　　　勝
総括幹事候補者　　　　　　　竹　田　ひろみ
出向理事候補者　　　　　　　岩　田　雄　治（公欠）
財政局長候補者　　　　　　　丹　野　　　覚
事務局長候補者              近　藤　英　雄
＜オブザーバー＞

会務セクレタリー候補者      落　合　康　弘
会務セクレタリー候補者　　　菅　野　洋　輔
７．会議成立の確認                          　　　　　　　　　近藤事務局長候補者
８．議事録署名人ならびに議事録作成人の指名                    横山理事長候補者
９．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者

１０．理事長候補者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
皆様おばんでございます。本日も第2回役員候補者会議に定刻までお集まり頂きましてありがとうございます。出席者の確認でありました、井上副理事長と岩田出向理事は来年の全国大会の総括幹事という役目を頂いたということになりまして、本日より松山の方に向かっております。我々より一足早くこの火曜日から大会の方に参加しまして、来年の任務として行くということよりも実際にやらなければ任務があるということになって、全国大会をしっかりと自分の目で見て来年度の八戸大会に繋げていきたいという事で早く入って最後まで見てくるということでした。ここにいらっしゃる方を含めましてこれから出向者の方、そういった活動が始まって参ります。我々、理事構成メンバーがまずは率先してしっかりと支援して支えていく事と、出向してそこから何かを持ち帰るという時にやはり土産だったりそういう事ではなくて、話をすることだと思います。出向でこんな事があった、こういう人と出会ったということを我々が積極的に出向者の人に話を聞いて、そこからいろんな事を得られるのかなというように思います。まずはこういう形で公欠の方も出てきますが、しっかりと頂戴して充実した会議にしていきたいと思います。以上を持ちまして理事長の挨拶とかえさせて頂きます。本日もよろしくお願いいたします。
１１．直前理事長候補者挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　齊藤直前理事長候補者

皆様こんばんは。まずは２０１４年度の山形青年会議所の担いと１５年度に向けた担い、大変お疲れ様です。そしてまた１４年度本当にありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします。本日は第１回役員候補者会議から時間を経まして理事長所信をバージョンアップされている中であります。その中で様々なキーワードが出てくる訳ですけれども、横山次年度理事長とすれば夢という言葉があるいは言葉の影にそういう言葉が見え隠れする事が多々あろうかと思います。一つ本日は有名な方の言葉を引用させて頂きまして直前理事長の挨拶とさせて頂きますが皆さんご存じのウォルトディズニーという方がいらっしゃいます。その方の言葉で夢を追い続ければそれは必ず実現できるという言葉であります。理事長所信は２０１５年度の今、横山次年度理事長が夢を描いてその文章を書き記しております。そこにめいか出来るのは間違いなくここにいらっしゃる副理事長、常任理事、そして委員長の皆様であります。２０１５年度スタートへ向けて様々な担いが出てきますし、始まってしまえばもう進むだけということになってしまいますので、しっかりと一日一日を２０１５年度、横山理事長の忠臣としてしっかりと歩みを進められる様に本日の会議を有意義な時間にして頂きます様、お願い申しあげまして直前理事長の挨拶とさせて頂きます。本日も長丁場になりますが、よろしくお願いします。
１２．議題並びに資料の確認　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三瓶委員長候補者
確認事項・・４件　　討議事項・・２件　　審議、その他・・１件　　協議・・５件
報告、依頼事項・・４件
１３．議事の締結　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横山理事長候補者
１４．確認事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
確―０１　ＬＯＭ組織図について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　　

確―０２　議案フォームについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　
確―０３　東北地区協議会、山形ブロック協議会について　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　
確―０４　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
削除
（以下、『候補者』表記を割愛）

１５．討議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
討―０２　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
削除
討―０１　２０１５スタッフセミナー（案）に関する件　　　　　　　　　　　　　　　総務情報委員会

三瓶委員長【補足】
１０月３０日(木)　１８：３０～２１：００　東部公民館

議案の作成の仕方、公益法人格についての説明会

遠藤副理事長【意見】　

前回の常任であげて頂いたのですが、予定としておりました１０月３０日なんですが、ＬＯＭの引継会を行うために日程の再編をお願いしたい。
三瓶委員長【回答】

武田専務理事と協議の上調整する

鈴木実行委員長【質問】

なぜ１０月３０日の１８：３０～２１：００そして東部公民館に場所を設定したのか。

なぜ国歌を含めたセレモニーを行うのか。

三瓶委員長【回答】

１０月３０日という日時は武田専務理事と相談した末の選定。

１部、２部、休憩を考慮した上での２時間半という決定。

駐車場の広さを考慮し会場を選定。
国歌については昨年の資料をもとに取り入れた。

鈴木実行委員長【意見】

総務はどこよりも早く活動を開始し、例会の運営を担うという意味でも大変大切な役割がある。

時間設定に遅刻も考慮するべき。

スタッフセミナーはスタッフの意識を高める為に大切である。

東部公民館では駐車場は不足ではないか。

同報メールの使い方がだらしない。

昨年国歌斉唱を行ったから行うというのではなく、しっかりとした意味を持って盛り込んだということをしっかりと意識して頂きたい。

１６．協議事項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
協―０５　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
削除
協―０１　理事長所信vr１６に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　　　　
庄司常任理事【質問】

７５行目の「地域」の「　」は間違いではないのか。

横山理事長【回答】

あえて「　」を付けた。

狩野委員長【意見】

機会の定義付けをした方が伝わりやすいのではないか。

【休憩】

協―０２　　グループ基本方針に関する件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　　
【基本方針読み上げ】　　６０周年記念委員会　　伊藤副実行委員長

荒井本部長【質問】

山形青年会議所という使い方ではなく、私達という使い方があったのではないか。

武田専務理事【回答】

統一表記確認、山形青年会議所を基本とするが、我々、私達も認めている。

庄司常任理事【意見】

９９文字になっているのではないか。

丹野財政局長【質問】
２行目の山形の魅力はひらがなの方が適切なのではないか。

１７行目初めの漢字が違うのではないか。

伊藤副実行委員長【回答】

我々が街づくりとして表記するやまがたと純粋に山形という地域の意味合いとの使い分けをしている。

初めの漢字については辞書で意味を確認の上修正します。

會田常任理事【意見】

初めの漢字の使い方はどちらでも問題ないのではないか。

遠藤副理事長【意見】

ＬＯＭ設立の表記があるが、理事長所信では創立とあるので統一した方が良いのではないか。

６０周年の提言、記念事業は「　」があり、記念式典、記念祝賀会は「　」がないのは意図があるのか。

笑顔あふれるのあふれるは漢字の方がいいのではないか。

共動はＪＣでは働を使用する。

１０行目がしっくりこない。

伊藤副実行委員長【回答】

「　」については再考する。

共働に統一表記したいと思う。

鈴木実行委員長【補足】

共働については力を合わせて働くという意味がある。

影響についてはインパクトがあるかないか。

會田常任理事【意見】

１５行目山形の町に与えた影響と１６行目地域にもたらしたより良い変化についての検証は鈴木実行委員長の言葉どおり影響で統一でよいのではないか。
【基本方針読み上げ】　　地域活性グループ　　髙野常任理事

庄司常任理事【質問】

お達の住まう山形には四季折々の自然や伝統工芸、食文化などがある。

山形の未知の伝統を発見しきれていませんとあるが、他に発見しきれていないものがあるのか教えて頂きたい。
髙野常任理事【回答】

広く山形市民が知らない部分もあるのではないかということで載せさせて頂いた。
庄司常任理事【意見】
４行目山形を更に磨きをかけながらという文面が、～を～をとなりわかりずらいのではないか。

伊藤副実行委員長【質問】

４行目山形らしさという言葉にどういう意味を持っているのか。

髙野常任理事【回答】

昔ながらの隣近所、地域コミュニティなど含めた上で山形らしさという言葉を使わせてもらった。
伊藤副実行委員長【意見】

山形だからこそ見つけられるものというような意味合いを持たせるようにもう一度考えて頂きたい。

１２行目更に次世代の子供たちというよりは次世代を担う子供たちということでいいのではないか。

庄司常任理事【意見】

５行目次の世代に提唱した安心で豊かに暮らせる～必要があります。とあるが、会頭所信に目を通し見直して頂きたい。
丹野財政局長【質問】

３行目伝統魅力ではなくわかりやすく別々にした方がよい。

５行目次の世代となっているが、次世代などに統一した方が良い。

６行目子供達、１２行目たちの表記統一。

髙野常任理事【回答】

それらを統一致します。

鈴木実行委員長【質問】

未来を創造する仲間とは。
髙野常任理事【回答】

子供たちの未来山形の未来をいきいきとこういう町をつくりたいという意味で書かせて頂いた。
鈴木実行委員長【意見】

山形らしさという言葉を自分の物とする為にも、もっと考えて頂きたい。

再認識したうえで発信を行わなければならない。

會田常任理事【意見】

４行目「更に」とあるが２行目でも使っているので、再考いただきたい。

子供たちが継承、を継承しなどに変更した方がよいのではないか。

【基本方針読み上げ】　　ＪＯＭ発信グループ　　庄司常任理事

鈴木実行委員長【質問】
１５行目の取り組みの内容が見えてこないが、具体的な任務としては何なのか。

庄司常任理事【回答】

ＪＣの魅力を伝えきれないメンバーが多く、勧誘のしづらい面が感じられるので勉強会等を行っていこうと考えている。

鈴木実行委員長【意見】

メンバーを勧誘する上での意気込みをここに書かなければならない。

荒井常任理事【意見】

７～８行目「そしてメンバー一人一人が…山形の魅力を発信します。」とあるが、文章を読みやすくする為に読点の位置を考えた方がよいのではないか。１０、１１行目会員拡大事業において私たち山形青年会議所の魅力である所を私たちの活動の魅力と変更してもよいのではないか。
河又委員長【意見】

１１～１３行目私たち青年会議所の魅力を分かりやすく発信というのは、対外的に発信することだと思うのだが、「その後の情報を細かく～新入会員の可能性を引き出す為のサポート」というところが、対外的な魅力の発信には繋がらないのではないか。
伊藤副実行委員長【意見】

１行目「先達がつくり上げた」の文面を宣言の様に書いているが、なぜ私たちが行動しなければならないのかという所の背景が入ってくるとよりよくなるのではないか。

【基本方針読み上げ】　渉外支援、情報担当　會田常任理事
鈴木実行委員長【意見】

本当に素晴らしいと思います。２０行目誠実な率先した歩みこそがという言葉のこそがという表現に違和感を感じる。

ＨＰやＳＮＳを活用してとあるが、なぜＳＮＳを活用するかまでつきつめて事業を進めていけるよう再考して頂きたい。

荒井常任理事【質問】

非常に読みやすい出来になっていると思います。３行目の我々がを私達と使い分けた理由を教えて頂きたい。

會田常任理事【回答】

私達よりも強い意味を持たせたく我々という表現を用いた。
丹野財政局長【質問】

４行目の最後に公益格とありますが、法律用語でいきますと公益法人格というのが正しい表現なのではないか。
１５行目公益団体よりは非営利団体が正しいのではないか。

８行目真ん中のＳＮＳを活用して広く発信よりも市民にむけて広く発信の方がよいのではないか。

會田常任理事【回答】

公益につきましては正規の表現を教えて頂いた為、修正する。

広くについても修正していく。

【基本方針読み上げ】　交流推進グループ　安藤副理事長
竹田総括幹事【意見】

１行目ＪＣアスパック山形大会を無事に終えとあるが、無事の反対の意味を考えると違和感を覚える。

與田特別委員長【意見】
２行目の冠風景、歴史文化とあるが、歴史と文化を一括りにした理由があれば教えて頂きたい。
２行目力強く発信し認知させのさせという言葉の印象が強いので、再考願いたい。

４行目国内外の地域の問題や地域の未来を互いに共有しの所で、始めの地域は省いてもよいのではないか。
６行目先輩諸兄と関係諸団体に感謝しの所を句読点を使わずに一文表記した方が読みやすいのではないか。
１２行目ＪＣメンバーのみならず、他団体、企業、市民をという表記のしかたで市民、企業、他団体という表記の方が良いのではないか。

１２行目多くこれらの市民や企業を巻き込むために気付きやインパクトを与えるのか、気付きやインパクトを与える為に市民や企業に参加して頂くのかどちらに重みを置きたいのか再考頂きたい。

庄司常任理事【質問】

３行目真の友を国内外につくることが出来たとあるが、２０１４アスパックをしたから真の友が出来たということでいいのか。
安藤副理事長【回答】

持ち帰り我孫子常任と再考したい。

庄司常任理事【意見】

２０１４アスパックだけで真の友が出来たという表現だとおかしい。

荒井常任理事【意見】

理事長所信では無事という言葉を感謝の表現として用いているが、今回の場合はそうではないと感じるのでアスパック大会を通じてなどに変更してもいいのではないか。

３行目真の友、４行目仲間たちの表記を統一。

１７、１８行目家族の理解という所で、家族の感謝を伝える為に家族例会を行うなどに変えると文法的に読みやすいのではないか。

伊藤副実行委員長【意見】
４行目絆は繋がるという表現なので、強まる弱まるの方が良いのではないか。

１８行目山形ＪＣのこれまでの運動、活動を通じて広くの部分がありますが、つくられてきたの主語が山形ＪＣがですのでつくってきたの受け身の表現ではおかしいのではないか。

遠藤副理事長【意見】

１行目これまでの所に取り組みが書かれているのが社会的背景も必要なのではないか。

鈴木実行委員長【質問】

１２行目気付きやインパクトを与える運動とはどのような事業でしょうか。

安藤副理事長【回答】

他人を思いやる心を含めた事業を実施していきたい。

鈴木実行委員長【意見】

思いやりの事業として何か行うということか。

事業計画、理事長のご意向を含め現段階ではブロックの思いやり共同事業と合わせて６月例会で行うよう考えている。
巻き込むのが目的ではない。インパクトを与える運動という表現がおかしい。

任務は交流であって交流会を行うことではない。

運動、活動の併用はおかしい。

丹野財政局長【意見】

公益法人格という表現に修正を行う。

横山理事長【理事長コメント】
みなさんお疲れ様です。副実行委員長、常任理事の皆様本当にありがとうございます。それと常任理事会に上げていただいた所からだいぶ良くなっていると思います。ここで再度皆様に確認頂きたいのは、方針を何のために書くのか、これを読んでもらう人と共にこれからそれぞれの事業を実施していく中で、これが標になったりこれが理由になったり様々な事に繋がっていくと思います。なお後は自分の言葉で委員会の任務を一人一人に語りかけることができるように、そのためにたくさん素晴らしい提案が出ましたが、最終目的は書くことではなく伝えること、ここからすべての事業を実施することなんだということを皆様わかってらっしゃるとは思いますが、再度頭の中に叩き込んで頂きたいと思います。常任理事会でもいいましたが、ここの予定者段階の今このタイミングでしか出来ないことでもありますので、今ここにしっかりと向き合ってもらいたいと思いますのでよろしくお願いします。次回も期待しております。
武田専務理事

次回２回目の協議となりますのでよろしくお願いします。
協―０３　２０１４年度山形ＪＣスローガン募集、決定（案）について　　　　　　　　　　総務委員会　　　　　　
三瓶委員長

２０１４とあるが２０１５の間違いなので次回まで修正を行う。

次年度理事長の所信に基づきまして山形ＪＣにふさわしいスローガンの募集、決定を行いたい。

この会議で共有させて頂いて募集案内を送付し４回目の予定者会議で審議を予定している。

鈴木実行委員長【質問】

多くのスローガンの案が欲しいということなのか。

三瓶委員長【回答】

多くのスローガンの案を期待している。

鈴木実行委員長【意見】

多くの人に理事長所信を読み込んで頂きたい。

伊藤委員長【質問】

回収率が例年多くないが多く回収するための方法とは何か。

三瓶委員長【回答】

同報メールを何度も送り理解して頂いた上で回収する。
協議事項―０４　外部出向について

２４の外部出向を予定している。

エクセルファイルに担当者が明記されているので確認。

荒井常任理事【意見】

引継資料を作成し次につなげて欲しい。

武田専務理事【回答】

報告書があるのでそちらで確認を行う。
協―０４　外部出向について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　
【報告依頼事項】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤事務局長候補者

報―０４　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
削除
報―０１　グループ基本方針・委員会事業計画の提出について　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　　　
添付資料『書き方』及び各グループ方針をもとに作成頂き、担当ライン確認の上、
１０月１４日（火）１９：００までご提出をお願いする。
報―０２　今後のスケジュールについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　　
変更点のみ説明。本日の討議事項でもあった１０月３０日のスタッフセミナーが、４ＬＯＭ引き継ぎ会と重複しており、改めて日程調整をさせて頂く。
また１２月の第５回役員候補者会議が１２月３日に変更になっいる。
報―０３　上程スケジュールについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　　　　
候補者段階では５・３・１システムをとっているため、添付資料の通り上程期日厳守の上、上程頂くようお願いする。
１３．次回開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
第３回役員候補者会議　２０１４年１０月１７日（金）１８：３０～　場所：愛和建設株式会社１階会議室
１４．監事講評
長瀬監事
皆様、第２回目の役員候補者会議、大変お疲れ様でした。連日、様々な青年会議所活動が続く中で今日もまたこういったしっかりした会場で前回候補者会議とはまた違った場所でひきしまった形で今回を迎えられたかと思います。最初ですので私の方でも２点ほど話をさせて頂ければと思います。前回の候補者会議でも申し上げました通り、まずは決め事であることとか当たり前であること、そういったことをしっかり守りましょうということで皆さんの方に話をさせて頂きました。今日またここに理事構成メンバー全員が集まってということで、まずネームであるとかバッジであるとか、そういったところ当たり前のことをまずやって頂きたいと思います。最初のセレモニーでも気付いたのですが、皆さん、気を付けの姿勢でセレモニーの方は行って下さい。手を組んだりとか、そういった形ではないようにお願い致します。それはこれから各メンバーの皆様にも皆様が伝えていかなければならない、そういったものになりますのでしっかりと伝えていって下さい。それがまず一回目の賀詞交換会であったり、そういったところで見られる場所になりますので是非よろしくお願い致します。あとは今日いよいよ各グループ方針が皆様の目の前に出て参りました。常任理事の方々が前回からずっと協議を重ねてきていたことがございます。昨日、事前配信を受けたのを皆様はご存知でしょうか。メールの方でしっかり確認が出来ていれば良い思うんですけども今日この場に来て「もう少し読ませて下さい。」という発言は私は無いと思います。常任理事の皆さんは今日しっかりと意見交換を出来ていましたので、どんどんどんどん前の方に進んで行く取り組みが出来ているなというふうに感じたところであります。初理事の方はなかなかここで意見することは難しいと思います。私もその経験があるんですけれども、そういった中でもしっかりと発言できるようにここで読むのではなく、２回でも３回でも家で読んで来てみてください。ここで発言したことが間違ってもそれは良いんです。皆さんしっかりと意見交換を行うので、理事長が「しっかり話をしましょう。」って毎回挨拶で必ず言っています。そこをこの場にぶつけて下さい。せっかく理事長が与えてくれた機会でありますので是非そこは有意義に使って頂ければなというふうに思います。今回から早速、総務情報委員会からも新しい議案がどんどん出てきております。次回からもそういった形でどんどん出てくると思いますので、これから２０１５年度の山形青年会議所を運営していく理事メンバーとしてしっかりと意見をして進めていただければより良い夢を描けるのではないかと思います。以上、監事講評とさせて頂きます。お疲れ様でした。
１５．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田専務理事候補者
�








